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２
０
１
１
年
度
学
校
法
人
専
修
大
学
の
事
業
計
画
は
、
昨
年
１２
月
１５
日
に
開
催
さ
れ
た
理
事

会
・
評
議
員
会
に
お
い
て
承
認
さ
れ
、
そ
れ
に
基
づ
き
編
成
さ
れ
た
予
算
は
、
３
月
２３
日
開
催

の
理
事
会
・
評
議
員
会
で
承
認
さ
れ
た
。

学
校
法
人
専
修
大
学
は
、「
社

会
知
性
」
を
培
う
教
育
に
よ
っ

て
、
社
会
の
屋
台
骨
を
支
え
る

有
為
な
人
材
の
育
成
に
努
め
て

い
ま
す
。
２
０
１
１
年
度
の
事

業
計
画
は
、
「
社
会
知
性
の
開

発
」
を
更
に
力
強
く
推
し
進
め

る
べ
く
、
教
育
研
究
力
の
強

化
、
教
育
研
究
環
境
の
整
備
、

社
会
地
域
貢
献
の
推
進
及
び
財

政
基
盤
の
強
化
に
重
き
を
置

き
、
策
定
し
て
い
ま
す
。

専
修
大
学
は
、
学
力
、
修
学

意
欲
、
目
的
意
識
等
の
点
で
多

様
化
し
た
学
生
に
対
す
る
教
育

効
果
の
向
上
を
主
眼
と
し
て
、

法
学
部
が
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
正

を
行
い
ま
す
。
こ
の
改
正
に
よ

っ
て
法
学
部
は
、
単
位
制
度
の

実
質
化
や
初
年
次
教
育
の
強
化

等
に
取
り
組
み
ま
す
。
法
科
大

学
院
に
お
い
て
も
、
修
了
者
の

質
を
保
証
す
る
た
め
の
新
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
及
び
進
級
制
度
を
導

入
し
ま
す
。
キ
ャ
リ
ア
教
育
に

つ
い
て
は
、
文
部
科
学
省
公
募

の
１０
年
度
「
大
学
生
の
就
業
力

育
成
支
援
事
業
」
に
、
キ
ャ
リ

ア
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
が
申
請

し
た
「
社
会
と
大
学
と
の
間
の

学
び
サ
イ
ク
ル
の
活
性
化
」
が

選
定
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
度

は
、
選
定
さ
れ
た
計
画
に
基
づ

き
、
学
生
の
社
会
的
・
職
業
的

自
立
に
繫
が
る
就
業
力
を
、
正

課
教
育
及
び
課
外
活
動
支
援
の

双
方
か
ら
高
め
て
い
き
ま
す
。

研
究
力
の
強
化
に
あ
た
っ
て

は
、
稼
動
し
て
い
る
研
究
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
へ
の
支
援
を
増
強

し
、併
せ
て
、新
た
な
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
採
択
や
外
部
研
究
資
金

の
獲
得
増
加
に
向
け
、
支
援
体

制
の
整
備
や
情
報
収
集
・
公
開

の
徹
底
に
努
め
ま
す
。ま
た
、学

術
機
関
リ
ポ
ジ
ト
リ
を
本
格
稼

働
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
学
術

論
文
・
資
料
と
い
っ
た
本
学
の

知
的
生
産
物
の
広
範
な
発
信
、

公
開
が
可
能
と
な
り
、加
え
て
、

１０
年
度
に
、関
東
・
甲
信
越
地
域

に
所
在
す
る
各
省
各
庁
の
調
査

・
研
究
や
情
報
処
理
に
係
る
競

争
参
加
資
格
（
全
省
庁
統
一
資

格
）
を
取
得
し
た
こ
と
か
ら
、

社
会
に
対
す
る
知
的
貢
献
の
機

会
が
拡
大
さ
れ
ま
す
。
施
設
設

備
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
国
際

研
修
館
の
老
朽
化
に
伴
い
、
か

ね
て
か
ら
検
討
を
重
ね
て
き
た

国
際
交
流
会
館
（
仮
称
）
の
新

築
工
事
に
着
手
し
、
国
際
交
流

環
境
の
改
善
強
化
を
図
り
ま

す
。
キ
ャ
ン
パ
ス
の
将
来
構
想

は
、
１０
年
度
に
神
田
キ
ャ
ン
パ

ス
隣
接
地
に
新
た
な
校
地
を
取

得
し
た
こ
と
か
ら
、
キ
ャ
ン
パ

ス
機
能
等
に
つ
い
て
多
方
面
か

ら
の
検
討
を
加
え
、
構
想
を
練

り
上
げ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
カ
レ
ッ
ジ
ス
ポ
ー
ツ
に
関

し
て
は
、
そ
の
振
興
は
私
学
に

と
っ
て
極
め
て
重
要
な
こ
と
で

あ
り
、
教
学
と
法
人
と
が
考
え

を
擦
り
合
わ
せ
、
戦
略
を
練
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

石
巻
専
修
大
学
は
、
学
部
教

育
に
お
い
て
厳
格
な
成
績
評
価

を
徹
底
実
施
す
る
べ
く
、
１２
年

度
か
ら
Ｇ
Ｐ
Ａ
の
導
入
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
、
そ

の
試
験
運
用
に
取
り
組
み
、
教

育
の
質
保
証
に
注
力
し
ま
す
。

ま
た
、
学
習
支
援
と
学
生
生
活

支
援
の
２
つ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

構
成
さ
れ
る
新
入
生
必
修
科
目

「
フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
セ
ミ
ナ

ー
」
に
つ
い
て
も
内
容
の
充
実

化
に
努
め
、
初
年
次
教
育
を
強

化
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
石

巻
信
用
金
庫
と
の
Ｉ
Ｓ
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
や
石
巻
地
域
産
学
官
グ

ル
ー
プ
交
流
会
・
自
動
車
関
連

産
業
集
積
部
会
（
Ｉ
Ｍ
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
）
の
活
動
推
進
、
石
巻

市
等
と
の
連
携
協
力
に
よ
る
地

域
社
会
の
活
性
化
等
を
通
じ

て
、
地
域
へ
の
知
的
貢
献
活
動

を
積
極
的
に
展
開
し
、
関
係
深

化
に
努
め
ま
す
。

少
子
高
齢
化
の
進
展
や
人
口

減
少
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
伴
う

国
際
競
争
の
激
化
、
更
に
は
地

球
環
境
問
題
や
食
糧
・
エ
ネ
ル

ギ
ー
問
題
等
、
今
日
の
社
会
は

課
題
が
山
積
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
の
解
決
に
貢
献
し
、
そ
し

て
発
展
へ
と
繫
げ
る
た
め
に

は
、
学
術
研
究
の
推
進
と
、
そ

の
研
究
に
裏
付
け
ら
れ
た
教
育

に
よ
る
「
社
会
知
性
」
を
備
え

た
人
材
の
育
成
が
不
可
欠
で
あ

り
ま
す
。
学
校
法
人
専
修
大
学

わ
た

は
、
１
３
０
年
以
上
に
亘
っ
て

果
た
し
て
き
た
こ
の
「
大
学
の

使
命
、
役
割
」
を
堅
持
し
、
社

会
発
展
の
基
盤
構
築
に
寄
与
す

る
所
存
で
す
。

【
専
修
大
学
】

１
・
学
部
に
関
す
る
こ
と

（
１
）
法
学
部
の
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
改
正

（
２
）
基
礎
学
力
テ
ス
ト
の
実

施（
３
）
『
知
の
ツ
ー
ル
ボ
ッ
ク

ス
』
改
訂
版
の
活
用
に
よ
る
初

年
次
教
育
の
強
化

（
４
）
キ
ャ
リ
ア
ガ
イ
ダ
ン
ス

講
座
の
実
施

各
学
部
で
開
講
し
て
い
る
初

年
次
導
入
教
育
科
目
の
中
で
、

「
キ
ャ
リ
ア
ガ
イ
ダ
ン
ス
講

座
」
を
実
施
し
、
学
生
の
キ
ャ

リ
ア
形
成
へ
の
動
機
づ
け
を
図

る
べ
く
、
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン

の
必
要
性
や
キ
ャ
リ
ア
ノ
ー
ト

の
活
用
方
法
を
解
説
す
る
。
教

材
に
つ
い
て
は
、
既
存
の
テ
キ

ス
ト
を
も
と
に
、
キ
ャ
リ
ア
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
有
資
格
者
と
共
同

開
発
を
行
う
。

な
お
、
こ
れ
ま
で
製
本
し
て

い
た
キ
ャ
リ
ア
ノ
ー
ト
は
電
子

化
し
、
携
帯
性
・
即
時
性
を
高

め
る
。
１１
年
度
は
、
準
備
期
間

と
位
置
づ
け
、
製
本
版
と
併
用

す
る
。

（
５
）
文
学
部
人
文
・
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ズ
ム
学
科
に
お
け
る
「
協

力
講
座
」
の
開
講

文
学
部
人
文
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ズ
ム
学
科
は
、
毎
日
新
聞
社
、

読
売
新
聞
社
、
沖
縄
タ
イ
ム
ス

社
、
社
団
法
人
日
本
写
真
家
協

会
等
の
協
力
を
得
て
、
新
し
い

連
携
授
業
で
あ
る
「
協
力
講

座
」
を
開
講
す
る
。
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ズ
ム
の
最
前
線
で
活
躍
す
る

人
材
の
授
業
活
用
は
、
学
生
に

大
き
な
刺
激
を
与
え
る
だ
け
で

な
く
、
卒
業
後
に
お
け
る
進
路

選
択
の
多
様
化
も
期
待
で
き

る
。

（
６
）
玉
川
大
学
と
の
連
携
に

よ
る
「
小
学
校
教
員
養
成
特
別

プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
実
施

（
７
）
教
育
効
果
測
定
研
究
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進

（
８
）
専
修
大
学
教
育
開
発
支

援
委
員
会
に
よ
る
活
動

（
９
）
修
学
意
欲
の
向
上
に
向

け
た
相
談
・
指
導
等
の
実
施

２
・
大
学
院
に
関
す
る
こ
と

（
１
）
大
学
院
教
育
の
改
革
推

進（
２
）
修
士
課
程
全
研
究
科
に

お
け
る
共
通
講
義
科
目
「
特
殊

問
題
特
論
」
の
開
講

３
・
法
科
大
学
院
に
関
す
る
こ

と
法
科
大
学
院
教
育
の
質
向
上

に
向
け
た
改
善
の
推
進

４
・
研
究
に
関
す
る
こ
と

（
１
）
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

推
進専

修
大
学
社
会
知
性
開
発
研

究
セ
ン
タ
ー
は
、
稼
動
す
る
研

究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
支
援
を

強
化
す
る
と
と
も
に
、
文
部
科

学
省
等
の
新
た
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
採
択
に
向
け
、
支
援
体
制

や
情
報
収
集
の
強
化
、
拡
充
に

努
め
る
。

な
お
、
１１
年
度
に
稼
働
を
予

定
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
次
の

と
お
り
。

■
東
ア
ジ
ア
世
界
史
研
究
拠
点

「
古
代
東
ア
ジ
ア
世
界
史
と

留
学
生
」
（
私
立
大
学
学
術
研

究
高
度
化
推
進
事
業
「
オ
ー
プ

ン
・
リ
サ
ー
チ
・
セ
ン
タ
ー
整

備
事
業
」）

■
社
会
関
係
資
本
研
究
拠
点

「
持
続
的
発
展
に
向
け
て
の

社
会
関
係
資
本
の
多
様
な
構
築

‥
東
ア
ジ
ア
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
、
市
民
文

化
の
観
点
か
ら
」（
私
立
大
学
戦

略
的
研
究
基
盤
形
成
支
援
事

業
）

■
フ
ラ
ン
ス
革
命
史
料
研
究
拠

点
「
『
ミ
シ
ェ
ル
∥
ベ
ル
ン
シ

ュ
タ
イ
ン
文
庫
』
の
史
料
学
的

研
究
」（
学
術
研
究
振
興
資
金
）

■
都
市
政
策
研
究
拠
点

「
工
業
都
市
の
再
生
と
進
化

―
川
崎
を
機
軸
と
し
た
工
業
都

市
の
比
較
研
究
」
（
学
内
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
）

■
中
小
企
業
研
究
拠
点

「
東
ア
ジ
ア
中
小
企
業
比
較

研
究
」（
学
内
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）

（
２
）
外
部
研
究
資
金
の
獲
得

促
進科

学
研
究
費
補
助
金
に
つ
い

て
、
公
募
説
明
会
及
び
採
択
経

験
の
あ
る
教
員
等
に
よ
る
相
談

会
を
実
施
し
、
申
請
及
び
採
択

の
件
数
増
加
を
目
指
す
。
併
せ

て
、
研
究
助
成
金
に
つ
い
て
も

最
新
の
公
募
情
報
を
教
員
に
周

知
し
て
い
く
。

（
３
）
向
井
家
江
戸
期
和
本
の

目
録
整
備
及
び
利
用
要
項
策
定

５
・
国
際
交
流
に
関
す
る
こ
と

（
１
）
新
規
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
開
設

学
生
の
就
職
活
動
の
早
期
化

に
対
応
し
、
か
つ
経
済
的
負
担

を
軽
減
す
る
新
た
な
交
換
留
学

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
設
す
る
。
留

学
期
間
を
１
学
期
間
に
設
定

し
、
帰
国
時
期
を
１２
月
と
す
る

交
換
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
ネ
ブ

ラ
ス
カ
大
学
リ
ン
カ
ー
ン
校
等

に
開
設
し
、
１１
年
度
の
募
集
開

始
、
１２
年
度
の
学
生
派
遣
を
目

指
す
。

（
２
）
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
用

い
た
国
際
間
授
業
の
実
施

文
学
部
日
本
文
学
文
化
学
科

は
、
ド
イ
ツ
、
ア
メ
リ
カ
、
台
湾

等
と
の
大
学
と
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
を
利
用
し
た
国
際
間
リ
ア

ル
タ
イ
ム
遠
隔
地
授
業
及
び
共

同
授
業
を
実
施
す
る
。

【
石
巻
専
修
大
学
】

１
・
組
織
に
関
す
る
こ
と

学
部
・
学
科
改
組
等
の
検
討

２
・
教
育
改
革
に
関
す
る
こ
と

（
１
）
新
た
な
教
育
目
標
の
設

定
・
実
践

１１
年
度
よ
り
大
学
の
理
念
及

び
大
学
の
目
的
を
達
成
す
る
た

め
、
「
実
践
的
な
教
育
」
を
大

学
の
教
育
目
標
と
し
て
新
た
に

設
定
す
る
。「
実
践
的
な
教
育
」

と
は
、
「
学
生
の
興
味
と
向
上

心
を
喚
起
し
、
自
然
的
・
社
会

的
・
人
間
的
事
象
の
理
解
を
深

め
、
確
実
な
学
士
力
を
養
成
す

る
た
め
に
、
通
常
の
講
義
科
目

に
加
え
て
、
演
習
・
実
習
・
実
験

等
の
授
業
、地
域
の
人
的
・
物
的

資
源
を
活
用
し
た
授
業
等
を
数

多
く
採
り
入
れ
た
教
育
」
を
重

視
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

（
２
）
教
育
の
質
保
証
に
向
け

た
取
り
組
み

学
部
教
育
の
質
保
証
に
資
す

る
厳
格
な
成
績
評
価
の
実
施
に

あ
た
り
、
１２
年
度
か
ら
Ｇ
Ｐ
Ａ

（
注
）
を
本
格
導
入
す
る
た

め
、
１１
年
度
は
試
験
的
に
運
用

を
図
る
。

（
注
）
Ｇ
Ｐ
Ａ
‥
学
生
が
履
修

し
た
科
目
に
対
し
て
の
半
期
あ

る
い
は
累
計
の
達
成
度
を
数
値

化
す
る
こ
と
。

（
３
）
初
年
次
教
育
の
充
実

３
・
研
究
に
関
す
る
こ
と

（
１
）
共
創
研
究
セ
ン
タ
ー
の

事
業
推
進

（
２
）
教
育
研
究
活
動
の
情
報

公
開

４
・
国
際
交
流
に
関
す
る
こ
と

留
学
環
境
の
充
実

【
専
修
大
学
】

１
・
新
Ｗ
Ｅ
Ｂ
履
修
登
録
シ
ス

テ
ム
の
稼
働

２
・
学
術
機
関
リ
ポ
ジ
ト
リ
の

稼
働１１

年
度
か
ら
学
術
機
関
リ
ポ

ジ
ト
リ
を
本
稼
働
さ
せ
る
。
学

術
機
関
リ
ポ
ジ
ト
リ
と
は
、
大

学
等
の
学
術
機
関
で
生
産
さ
れ

た
知
的
生
産
物
（
学
術
論
文
、

学
術
資
料
等
）
の
保
存
、
公
開

を
目
的
と
し
た
電
子
ア
ー
カ
イ

ブ
（
書
庫
）シ
ス
テ
ム
で
あ
り
、

本
学
の
知
的
生
産
物
の
広
範
な

発
信
、
公
開
に
よ
り
、
知
的
貢

献
の
機
会
拡
大
が
期
待
さ
れ

る
。

３
・
国
際
交
流
会
館
（
仮
称
）

の
新
築

４
・
キ
ャ
ン
パ
ス
将
来
構
想
の

検
討

【
石
巻
専
修
大
学
】

１
・
教
学
事
務
シ
ス
テ
ム
の
再

構
築

２
・
施
設
設
備
等
整
備

【
専
修
大
学
】

１
・
就
業
力
育
成
支
援
の
強
化

（
１
）
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に

係
る
支
援
強
化

（
２
）
実
務
家
講
座
の
開
講

２
・
資
格
取
得
支
援
講
座
の
強

化３
・
就
職
支
援
の
強
化

景
気
の
低
迷
、
ま
た
深
刻
な

雇
用
環
境
が
学
生
の
就
職
を
圧

迫
し
て
い
る
現
状
を
踏
ま
え
、

３
年
次
生
か
ら
の
就
職
支
援
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
実
施
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
４
年
次
生
の
支
援
を

強
化
し
て
い
く
。
支
援
強
化
の

ポ
イ
ン
ト
は
次
の
２
点
で
あ

る
。

①
就
職
支
援
の
柱
と
な
る
個
別

相
談
業
務
の
充
実

②
求
人
情
報
依
頼
の
強
化

４
・
カ
レ
ッ
ジ
ス
ポ
ー
ツ
の
強

化５
・
私
費
外
国
人
留
学
生
の
学

習
奨
励
の
た
め
の
授
業
料
減
免

実
施

【
石
巻
専
修
大
学
】

１
・
会
計
専
門
職
養
成
の
強
化

２
・
就
職
支
援
の
強
化

３
・
私
費
外
国
人
留
学
生
の
た

め
の
修
学
支
援

【
専
修
大
学
】

１
・
Ｋ
Ｓ
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

・
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
多
摩
区
・
３

大
学
連
携
協
議
会
の
活
動
推
進

２
・
千
代
田
区
と
の
連
携
協
力

の
推
進

３
・
公
開
講
座
の
充
実

４
・
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
児
童

・
生
徒
の
育
成
支
援

地
域
（
神
奈
川
県
）
の
子
供

た
ち
の
健
全
育
成
支
援
を
目
的

と
し
て
、
０６
年
か
ら
神
奈
川
県

野
球
連
盟
と
本
学
の
主
催
に
よ

り
、
「
専
修
大
学
カ
ッ
プ
―
神

奈
川
県
学
童
軟
式
野
球
選
手
権

大
会
―
」
を
開
催
し
て
い
る

が
、
学
内
外
か
ら
評
価
が
高
い

本
企
画
を
、
１１
年
度
に
お
い
て

も
実
施
す
る
。

ま
た
、
専
修
大
学
体
育
会

は
、
近
隣
の
児
童
・
生
徒
を
対

象
と
し
て
実
施
し
て
い
る
ス
ポ

ー
ツ
教
室
を
継
続
実
施
す
る
。

【
石
巻
専
修
大
学
】

１
・
知
的
資
源
の
地
域
へ
の
発

信２
・
聴
講
生
の
受
け
入
れ

３
・
産
学
官
連
携
の
推
進

４
・
地
域
貢
献
日
の
設
置

【
学
校
法
人
専
修
大
学
】

１
・
創
立
１
３
０
周
年
記
念
映

画
の
上
映

学
校
法
人
専
修
大
学
は
、
創

立
１
３
０
周
年
を
記
念
し
、
校

友
会
・
育
友
会
等
の
協
力
支
援

を
得
な
が
ら
、
映
画
「
学
校
を

つ
く
ろ
う
―
そ
の
時
、
若
者
た

ち
は
未
来
を
見
た
―
」
（
神
山

征
二
郎
監
督
）
を
製
作
し
た
。

全
国
で
順
次
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
を

行
っ
た
後
、
校
友
会
・
育
友
会

等
の
協
力
の
も
と
、
全
国
主
要

都
市
の
公
共
施
設
・
ホ
ー
ル
等

に
て
上
映
を
行
う
。

【
専
修
大
学
】

１
・
田
尻
稲
次
郎
展
の
開
催

創
立
者
の
一
人
、
田
尻
稲
次

郎
の
企
画
展
を
田
尻
の
出
身
地

で
あ
る
鹿
児
島
県
の
「
鹿
児
島

県
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
黎
明

館
」
と
共
同
開
催
す
る
。

２
・
社
会
知
性
フ
ォ
ー
ラ
ム
の

開
催

付
属
校
の
専
修
大
学
北
上
高

等
学
校
が
所
在
す
る
岩
手
県
北

上
市
に
お
い
て
、
本
学
の
研
究

力
・
教
育
力
を
活
か
し
た
フ
ォ

ー
ラ
ム
を
開
催
す
る
。

３
・
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
全

面
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
準
備

【
専
修
大
学
・
石
巻
専
修
大
学
】

１
・
学
生
募
集
力
の
強
化

専
修
大
学
及
び
石
巻
専
修
大

学
は
、
大
学
の
総
合
力
を
示
す

一
つ
の
指
標
と
な
る
入
学
志
願

者
数
の
拡
大
に
向
け
、
ウ
ェ
ブ

や
大
学
広
報
誌
を
用
い
た
情
報

発
信
を
活
性
化
さ
せ
る
。
ま

た
、
受
験
生
、
保
護
者
及
び
進

学
指
導
教
諭
等
に
直
接
働
き
か

け
る
大
学
説
明
会
、
出
張
授
業

及
び
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
等

に
つ
い
て
は
、
企
画
内
容
の
充

実
を
図
る
と
と
も
に
、
全
学
協

力
体
制
の
も
と
に
展
開
す
る
。

２
・
教
育
・
研
究
活
動
等
に
つ

い
て
の
情
報
公
開
の
充
実

【
学
校
法
人
専
修
大
学
】

校
友
会
及
び
育
友
会
と
の
連

携
強
化

【
学
校
法
人
専
修
大
学
】

１
・
教
育
条
件
の
維
持
に
関
す

る
こ
と

２
・
教
職
員
の
処
遇
に
関
す
る

こ
と

３
・
校
地
及
び
施
設
に
関
す
る

こ
と

【
学
校
法
人
専
修
大
学
】

１
・
健
全
財
政
の
確
保

２
・
教
育
研
究
振
興
協
力
資
金

の
募
集

３
・
外
部
資
金
の
確
保

１１１１
年年
度度
事事
業業
計計
画画
・・
予予
算算

学
校
法
人

専
修
大
学

Ⅴ

知
の
発
信
及
び
広
報
活
動
の

強
化

「社会知性」備えた人材育成
社会発展の基盤構築に寄与

事業計画の策定にあたり

画

主

な

事

業

計

Ⅱ

教
育
研
究
環
境
の
整
備

Ⅰ

教
育
・
研
究
力
の
強
化

Ⅲ

学
生
支
援
の
充
実

Ⅵ

校
友
会
・
育
友
会
と
の
連
携

Ⅶ

専
修
大
学
北
海
道
短
期
大

学
の
学
生
募
集
停
止
に
伴

う
対
応

Ⅳ

社
会
地
域
貢
献
の
推
進

Ⅷ

経
営
基
盤
の
強
化

（４）２０１１年（平成２３年）５月１５日ニ ュ ー ス 専 修（昭和４４年１０月１４日第３種郵便物認可）第４８８号


